
令和２年２月
（令和７年３月一部改訂）

大分県 土木建築部
大分県 農林水産部

工事書類簡素化の手引き

～ 現場品質向上のために ～

背景

建設業においては、働き方改革関連法の改正に伴う残業時間の上限
規制や週休2日の普及、急速に進展するICTの活用など、これまでの働
き方を大きく変えていく必要があります。

一方で、現場では工事書類の多さが大きな負担となっており、恒常
化する残業の一因となっています。

そのため、大分県建設業協会と大分県では、受注者の負担軽減や発
注者の監督・検査の合理化を図るため、「工事書類の簡素化」に向け
て、平成３０年度からワーキンググループを設置し、議論を進めてき
ました。

今回、その取り組みの成果を「工事書類簡素化の手引き」として取
りまとめました。

受発注者双方が、本手引きを活用し、工事書類の簡素化に向け、積
極的に取り組むようお願いします。

※簡素化は、今後とも継続して取り組んでいくこととしており、本手引きについても、随時、見直
しを図っていきます。

※受注者が社内で必要とする工事書類の作成を妨げるものではありません。また、法令等に規定さ
れた工事書類の作成は、適正に行ってください。
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これまでの経緯

令和２年４月より
①工事書類の削減、簡素化・定型様式の策定・電子納品の拡大

・コリンズ、事前立会願、建設機械ラベル写真の削減、社内検査資料の提示
・工事書類一覧表、合同現地踏査結果、設計図書の照査結果、当初施工計画書チェックリスト、履行報告書の策定
・電子納品対象工事、情報共有システム対象工事の拡大

②「工事書類簡素化の手引き」の策定

平成３１年４月より
①工事書類の簡素化 ・履行報告書、安全管理（活動報告書）、建退協の簡素化

令和３年４月より
①工事書類の簡素化

・施工計画書（災害応急工事の記載内容、施工方法、現場組織表等の連絡先）の簡素化
・写真管理資料（鉄筋組立時、二次製品の集水桝の写真）の簡素化
・出来形管理資料（展開図の差の記載（±）、８点未満の能力図、作業土工の管理）の簡素化

令和４年４月より
①工事書類の簡素化

・施工計画書（工事内容、主要船舶・機械、主要資材）の簡素化
②手引きの補足説明追加

・ソフト等から自動的に出力される資料はそのまま提出可、変更施工計画書が提出不要な場合の例示

令和５年４月より
①工事書類の簡素化 ・ヒストグラム、X-R・X-Rs-Rm資料、コンクリート品質管理、安全管理資料の簡素化

令和６年４月より
①簡素化のポイント、提示資料の追記 ・簡素化のための手戻り作業不要、建退共の提示資料追記
②簡素化の手引き【事例集】追加 ・施工計画書（施工方法）の記載項目の事例集を追加

令和７年４月より
①工事書類の簡素化 ・電子マニフェスト導入を推奨！ ・創意工夫・社会性に関する実施状況

目次

簡素化の原則

簡素化のポイント

簡素化の内容

工事書類の整理例
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簡素化の原則

〇発注者は、不要な書類の

提出、提示は求めない！

〇受注者は、不要な書類の

作成、提出はしない！

簡素化のポイント

〇着手前

Point①≪施工計画時点でしっかり協議 ≫

Point②≪簡素化の手引きを活用 ≫

〇施工中

Point③≪協議や報告の書類は、必要最小限かつ簡潔に ≫

Point④≪情報共有システム/電子マニフェストのメリットを活用 ≫

〇完成時

Point⑤≪電子納品で“印刷・インデックス”の削減 ≫

Point⑥≪“提示”書類は原本を ≫
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Ｐｏｉｎｔ①≪ ≫

当初施工計画時点で管理基準等についてしっかり協議して、必要以
上の管理等を行わずに済むようにしましょう

施工計画時点で
しっかり協議

この書類は
提示？提出？

この書類は
電子？紙？管理基準は

何mに1回？

管理基準以上
の管理必要？

簡素化の手引き
の内容は？

必要な書類は？
時期は？

「簡素化の手引き」の内容を確認して、不要な書類の“提出は求め
ない”“作成はしない”を徹底しましょう

Ｐｏｉｎｔ②≪       ≫

手引きの内容を
確認しましょう

この書類は簡素化
されたんですね

※自動出力される資料やすでに撮影した写真を削除する等の「簡素化のため
の手戻り作業」は不要です。

簡素化の手引きを活用

前回の赤色 緑色
今回の改訂 赤色
※次項以降も同様
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Ｐｏｉｎｔ③≪ ≫

協議資料等は、既存資料を活用し、定型様式があるもの
は様式を活用して、手間を削減しましょう

協議や報告の書類は、
必用最小限かつ簡潔に

Ｐｏｉｎｔ④≪ ≫情報共有システム/電子マニフェスト
のメリットを活用

（追加）
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Ｐｏｉｎｔ⑤≪ ≫

印刷等の手間削減に加えて、写真はモニターで拡大して
確認できれば、近景写真も必要なくなります

電子納品で“印刷・
インデックス“の削減

着工前・完成

施工状況

出来形管理

電子媒体②

写真

Ｐｏｉｎｔ⑥≪ ≫

“提示”書類は、会社や現場事務所にファイルで綴じている資料を
そのまま検査時に持参するようにしましょう

提
示
書
類

提
出
書
類

電子書類
（ASP、ASP以外）

“提示”書類は原本を
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簡素化の内容

１．施工計画書 ７．品質証明資料

２．工事打合簿 ８．安全管理資料

３．工程管理資料 ９．写真管理資料

４．品質管理資料 １０．建設副産物

５．出来形管理資料 １１．その他

６．段階確認立会資料

１-1．施工計画書

＜ Memo ＞

・「維持工事等簡易な工事」と
は、設計額500万円未満の工事

・「災害応急工事とは、公共土
木施設災害復旧事業に関する応
急工事(工事名に「応」が含まれ
る工事)及び災害等で緊急的な対
応が必要となり、緊急発注伺い
や随意契約で契約をした工事

・監督員の承諾を得る必要あり

「維持工事等簡易な工事」及び「災害応急工事」に
おける施工計画書の記載内容は、
(1)(2)(3)(7)(8)(9)(12)の7項目のみ！

目 次

（１）工事概要
（２）計画工程表
（３）現場組織表
（４）指定機械
（５）施工方法
（６）施工管理計画
（７）安全管理
（８）緊急時体制及び対応
（９）交通管理
（10）環境対策
（11）現場作業環境の整備
（12）建設副産物
（13）その他

令和 年 月 日

※R4.3月の改訂により「施工計画書の主
要船舶・機械と主要資材は、記載不
要！」（ 1-7.施工計画書）を追加したこ
とから、本件も「主要資材」が記載不要
となり、これまでの８項目が７項目にな
りました。
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１-2．施工計画書

＜ Memo ＞

【変更施工計画書提出不要の例】
・工期末の精算変更のみの工事概要
・施工方法の変更を伴わない工事中の数量の増減
・１ヶ月以内の工期延長のみの場合
・監督員との協議の結果、不要とした場合

※注意
・変更施工計画書は、変更箇所のみの提出でよい
・提出時期は、変更の対象工事に着手する前まで

工期や数量だけの軽微な変更等で施工計画に大きく
影響しない場合には変更施工計画書は提出不要！

変 更 施 工 計 画 書

１-3．施工計画書

＜ Memo ＞

・100万円以上の工事では、再
生資源利用計画書、利用促進計
画書は、施工計画書に含めて提
出

１００万円未満の工事では、再生資源利用計画（実
施）書及び利用促進計画（実施）書は提出不要！
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１-4．施工計画書

現場組織表及び安全管理組織表の連絡先には、現場
代理人等必要最小限とし、それ以外の記載は不要！

現場組織表 安全管理組織表 ＜ Memo ＞

１-5．施工計画書

＜ Memo ＞

施工計画書に記載する施工方法の記載工種は、「主
要な工種」等を標準とし、それ以外は不要！

(1) 主要な工種
(2) 共通仕様書の中で「通常の方法でより難い場合は、あらかじめ

施工計画書にその理由、施工方法等を記載しなければならない。」
と規定されているもの。

(3) 設計図書で指定された工法
(4) 土木工事共通仕様書に記載されていない特殊工法
(5) 施工条件明示項目で、その対応が必要とされている事項
(6) 特殊な立地条件での施工や、関係機関及び第三者対応が必要と

される施工等
(7) その他

土木工事共通仕様書において、監督員の「指示」「承諾」を得て
施工するもの、又は「協議」「報告」「提出」するもののうち事前
に記載できるもの、及び施工計画書に記載することとなっている
事項について記載する。

「土木工事施工管理の手引き」より

※この内容は、従来より「土木工
事施工管理の手引き」の5-9施工
方法に記載されていますが、受注
者から、施工計画書の施工方法に
ついて記載対象工種を減らしてほ
しいとのご意見が多かったので周
知のために記載しています。
なお、施工計画書に記載する施工
方法の記載工種については、計画
書作成前に監督員と協議してくだ
さい。
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１-6．施工計画書

＜ Memo ＞

施工計画書の工事内容は、記載不要！

※工事概要に設計概要を追加し、
具体的な工事内容は記載不要と
する。

道路改良 ○○ｍ

１-7．施工計画書

＜ Memo ＞

施工計画書の主要船舶･機械と主要資材は、記載不
要！

※指定機械と主要船舶・機械との違い

指定機械とは、設計図書で指定され
ている機械（騒音振動、排ガス規制、
標準操作等）です。

主要機械は、指定されていないその
他の機械で、積算内容に関わらず受注
者の裁量で決定した機械です。
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２-1．工事打合簿

＜ Memo ＞

・コリンズから監督員へメール
が送られる

・監督員は、内容を確認し、印
刷、署名して受注者にメールで
お知らせ

・登録が完了したかどうかも、
監督員に届くメールで確認

・５００万円未満の工事は登録
の義務なし

・変更時と工事完成時の間が
10日間に満たない場合、変更
申請を省略できる

コリンズ関係書類の写しは提出不要！

３-1．工程管理資料

＜ Memo ＞

・指示・承諾・協議書、工事月
報、実施工程表の提出は原則不
要

・情報共有システムによる提出
も可（この場合、指示・承諾・
協議書で提出して良い）

・翌月の５日までに毎月提出

履行報告は、履行報告書と状況写真のみ提出！
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４-1．品質管理資料

＜ Memo ＞

・施工管理基準、施工管理の手
引きに記載

・度数表は、測定数が8点未満
の場合は提出不要

ヒストグラム、X-R、X-Rs-Rm関係の資料は、提出
不要！

※管理ソフト等により、自動
的に書き込まれる場合には、
そのまま提出してもいいです
が、評価には関係ありません。

４-2．品質管理資料

＜ Memo ＞

・使用承認時に、各製品毎に〇
印の書類を添付することから、
検査時の品質管理資料としては、
製品の外観検査（角欠け、ひび
割れ調査）の写真を提出。

※本県では、県内で生産される
コンクリート二次製品について、
年2回の工場検査を実施するこ
とにより、工事施工者等が行う
製品の使用承諾時の手続きにつ
いて省力化できるようにしてい
ます。

コンクリート二次製品は、検査時に試験成績書等の
提出不要！
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４-3．品質管理資料

＜ Memo ＞

・コンクリート圧縮強度試験成
績表からコンクリート管理デー
タシートへの転記及び平均強度
の計算は不要。
・コンクリート圧縮強度試験成
績表の平均値を新様式の各強度
の記入欄に転記すればよい。
・スランプ・空気量・塩分濃度
の工程能力図は作成不要。新様
式下段で最大値・最小値が確認
できればよい。
・コンクリート圧縮強度の品質
ばらつきの判定は、工程能力図
で判断する。
※管理ソフト等により、自動的に書き込まれ
る場合には、そのまま提出してよいですが、
評価には関係ありません。

コンクリート供試体の3点平均の計算不要！
強度試験報告書の平均強度を転記すればよい！

ｺﾝｸﾘｰﾄ管理ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ

圧縮強度記入欄

新様式

新様式は、土木工事施工管理の手引き(R5.4.1)に標記

５-1．出来形管理資料

＜ Memo ＞

・施工管理の手引きに記載

出来形管理資料には、ヒストグラムは不要！

※管理ソフト等により、自動
的に書き込まれる場合には、
そのまま提出してもいいです
が、評価には関係ありません。
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５-2．出来形管理資料

＜ Memo ＞

・完成検査等の際に現場で使用
する出来形管理図表は、工事完
成図書の出来形管理資料の中に
ある資料を発注者がコピーして
持参

・電子納品の場合、発注者が検
査対象箇所の資料を印刷して持
参

※現場で使用した出来形管理図表等
は検査資料として検査台帳に添付保
存するものです。
成果品の原本に書き込むことはしま
せん。

検査用の出来形管理図表は、作成不要！

（一部改訂）

＜ Memo ＞

※図面作成ソフトにより自動的
に「±」が表示されるような場
合には、そのまま提出してもい
いですが、評価には関係ありま
せん。

５-3．出来形管理資料

出来形管理展開図には、出来形管理図表で確認でき
るものについて設計値と実測値の差（±）の記載は
不要！

様式－７

管理識別
請負者

管理特性
測定者

測定値
設計値
との差

測　　　点
又は区分

設計値 測定値
設計値
との差

測　　　点
又は区分

設計値測定値
設計値
との差

測　　　点
又は区分

設計値 測定値
設計値
との差

規 格 値 規 格 値

測　　　点
又は区分

設計値 測定値
設計値
との差

測　　　点
又は区分

設計値

管 理 位 置 管 理 位 置

規 格 値 規 格 値 規 格 値

管 理 位 置 管 理 位 置 管 理 位 置

+

-

出　　来　　形　　管　　理　　図　　表

出来形管理図 測点

設

計

値

と

の

差(

単

位)

設計値
との差
+10
+20
+15
-4
-15

※出来形管理図表で確認できれば 部分を省略できる

出来形管理図表
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５-4．出来形管理資料

＜ Memo ＞

出来形管理の測定点が８点未満の工種は、能力図
作成不要！

様式－３

　　　　　工　　　　　工程能力図
測定者

+

0

-

+

0

-

測点番号
又は区別

月　日

測点番号
又は区別

月　日

様式－３

　　　　　工　　　　　工程能力図
測定者

+

0

-

+

0

-

測点番号
又は区別

月　日

測点番号
又は区別

月　日

※管理ソフトにより、自動
的に能力図が表示されるよ
うな場合には、そのまま提
出してもいいですが、評価
には関係ありません。

様式－７

管理識別
請負者

管理特性
測定者

測点

+

-

設計値
との差

測定値
測　　　点
又は区分

設計値

管 理 位 置

規 格 値

管 理 位 置 管 理 位 置 管 理 位 置 管 理 位 置

規 格 値 規 格 値 規 格 値 規 格 値

測　　　点
又は区分

設計値 測定値
設計値
との差

測定値
設計値
との差

測　　　点
又は区分

設計値 測定値
設計値
との差

測　　　点
又は区分

設計値 測定値
設計値
との差

測　　　点
又は区分

設計値

出来形管理図

出　　来　　形　　管　　理　　図　　表

設

計

値

と

の

差(

単

位)

様式－７

管理識別
請負者

管理特性
測定者

測点

+

-

設計値
との差

測定値
測　　　点
又は区分

設計値

管 理 位 置

規 格 値

管 理 位 置 管 理 位 置 管 理 位 置 管 理 位 置

規 格 値 規 格 値 規 格 値 規 格 値

測　　　点
又は区分

設計値 測定値
設計値
との差

測定値
設計値
との差

測　　　点
又は区分

設計値 測定値
設計値
との差

測　　　点
又は区分

設計値 測定値
設計値
との差

測　　　点
又は区分

設計値

出来形管理図

出　　来　　形　　管　　理　　図　　表

設

計

値

と

の

差(

単

位)

５-5．出来形管理資料

作業土工については、出来形管理図表は作成不要！

＜ Memo ＞様式－７

管理識別

請負者
管理特性

測定者

測点

+

-

設計値
との差

測定値
測　　　点
又は区分

設計値

管 理 位 置

規 格 値

管 理 位 置 管 理 位 置 管 理 位 置 管 理 位 置

規 格 値 規 格 値 規 格 値 規 格 値

測　　　点
又は区分

設計値 測定値
設計値
との差

測定値
設計値
との差

測　　　点
又は区分

設計値 測定値
設計値
との差

測　　　点
又は区分

設計値 測定値
設計値
との差

測　　　点
又は区分

設計値

出来形管理図

出　　来　　形　　管　　理　　図　　表

設

計

値

と

の

差(

単

位)

出来形管理写真も不要
※基礎の状況が分かればよく、検測の必要なし

床掘(作業土工)の段階確認の内容(目視)
・平坦性
・土質の状況

※作業土工には、基準高、延長、幅等
の管理基準はありません。
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６-1．段階確認立会資料

＜ Memo ＞

・添付資料は、監督員が現場で
確認した際の確認資料のみ

段階確認立会資料は、状況写真の添付不要！

６-2．段階確認立会資料

立会（段階確認含む）の日程調整は、事前の書面提
出不要！

段階確認を下記日程でお願いします。
○月○日 内容：○○○○

＜ Memo ＞

・電話、メール等の方法でよい

・施工計画書提出時に、連絡方
法や時期などについて監督員と
確認

・急な立会依頼は避ける

・受発注者のコミュニケーショ
ンを大切に

※遠隔臨場を積極的に活用！
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６-3．段階確認立会資料

＜ Memo ＞

・現場技術員が監督員へ報告す
る資料は、現場技術員が作成

・写真は現場技術員が持参した
カメラで撮影

・現場技術員が受注者に書類作
成を依頼しないよう、監督員が
現場技術員を指導徹底

※施工管理業務委託についても
同様の取り扱いとする。

現場技術員が臨場した場合、現場技術員が監督職員
へ報告する資料は、作成不要！

○○○○

○○○○

○○○○

○○ ○○

７-1．品質証明資料

＜ Memo ＞

・社内検査は、施工者として品
質を確保するための取り組み

・状況写真の提示は任意
・体裁を整える必要なし

※社内検査は、工事に問題がないか
施工者が確認する自主的な検査です
ので、社内検査の実施の有無は問い
ません。また、実施の場合、提示書
類は会社独自の管理資料でかまいま
せん。併せて管理写真の提示も任意
とします。
検査では、施工計画書等に記載され
た社内の管理基準等に基づき管理さ
れているかについて確認しています。

社内検査資料は、検査で使用した管理書類を提示！

社
内
検
査
資
料

○
○
工
事

提示任意

社内検査で使用
した管理図表等
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８-1．安全管理資料

＜ Memo ＞

・災害防止協議会、工事関係者
連絡会議、安全教育訓練は、毎
月、報告書（任意様式）を履行
報告に併せて提出

・報告書(任意様式）は、開催
日・実施時間、参加者、活動内
容が分かる内容とし、実施状況
写真を添付すること。

・その他の安全資料は、全て原
本提示

災害防止協議会、工事関係者連絡会議、安全教育・
訓練は、報告書(任意様式)のみ提出！

８-2．安全管理資料

＜ Memo ＞

・法令で定められている点検記
録等を提示

・会社又は現場事務所に保管し
てある書類をそのまま提示

KY、機械点検、足場点検等の記録資料は、原本を提
示！
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８-3．安全管理資料

＜ Memo ＞

・パトロール資料や状況写真の
提示不要

・一覧表を含め、会社独自で管
理している様式での提示も可

社内パトロール資料は、実施記録一覧表または社内
管理資料の提示のみ！

参考様式

９-1．写真管理資料

＜ Memo ＞

・監督員が現地で確認

建設機械や車両の低騒音型、低振動型、排出ガス対
策型のラベル写真の撮影、提出は不要！
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９-2．写真管理資料

＜ Memo ＞

・電子納品で写真を拡大するこ
とで文字が読める場合も添え書
きは不要

黒板の文字（設計値、実測値等）が確認できれば、
写真帳の添え書きは不要！

※写真管理ソフト等により、
自動的に添え書きされる場合
には、そのまま提出してもい
いですが、評価には関係あり
ません。

９-3．写真管理資料

＜ Memo ＞

・写真管理基準に記載

完成後に測定可能な部分の出来形写真については、
出来形管理状況の分かる写真を工種ごとに１回撮影
し、後は撮影を省略！
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